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令和７年１１月２５日  

 

大竹市議会 

 議長 北地 範久 様 

 

                         班 名  Ａ班 

                         班 長  中川 智之 

   

 

 議会報告会の実施状況について、次のとおり報告します。 

 

 

１ 開催日時 

  令和７年１１月１１日（火） １８時３０分 ～ ２０時００分 

 

２ 開催場所 

  サントピア大竹   

 

３ 参加人数 

  ９人 

 

４ 担当班議員名 

班 長 中川 智之 

  副班長 岡  和明 

班 員 寺岡 公章、日域 究、山崎 年一 

 

５ 報告会次第 

 （１）開会あいさつ 

 （２）議会からの報告 

総務文教委員会  「家庭用防犯カメラ等の購入費・設置費補助金について」 

         「西国街道の整備について」 

生活環境委員会  「手話言語条例の制定について」、「補聴器購入助成について」 

     議会運営員会   「岩国基地における空母艦載機の着陸訓練に関する意見書の提出 

               について」 

     広報広聴特別委員会「議会情報の発信（ＳＮＳ、議会だより）について」 

 （３）意見交換 

 （４）閉会あいさつ 



６ 議会からの報告についての主な質疑応答 

（回答した質疑） 

 Ｑ：カメラ、インターフォンは一家で２件申し込めますか。 

 Ａ：申し込めますが、補助金の上限額は２台でも１万円となります。補助は一家に１回が原則 

  ですので、来年も重ねて申し込むことはできないと思われます。 

 

（回答しなかった質疑） 

 特になし。 

 

（意見・要望等） 

 特になし。 

 

７ 意見交換 

（回答した質問） 

Ｑ：南海トラフ地震では、大竹は津波が心配です。近くの高い建物へ早期避難ということで 

東栄の日本製紙の４階建てアパートが使えないか同社と話をしています。また、５階建ての 

県営住宅にも避難はできないでしょうか。10年ほど前に提案した時は「県の物だから...」 

と言われました。市から県に掛け合って３～５階を１部屋ずつ借り切ってはどうですか。避 

難先のトイレが洋式化されているかも気になります。 

Ａ: 本市では、最大で3.4メートルの津波や震度６強が予想されています。栄町や港町は液 

 状化の恐れもあるため、避難所として指定できるかどうか調べておきます。  

 

Ｑ：小瀬川の決壊や南海トラフへの対策で危機管理課から避難講習会に来てもらい、避難の 

しかたを教えてもらっています。南栄では浸水30センチくらいはよくあります。新町ポン 

プ場の進捗はどうなっていますか。 

Ａ: 新町ポンプ場は、一時期進める動きがありましたが、その後あまり進んでいません。引 

き続き市に働きかけていきます。 

 

Ｑ：９月の記録的降雨で南栄の自宅周辺も水浸したので、何か手立てをしていただきたい。 

小瀬川堤防は、鉄道と国道の間で工事があると聞いています。下流までかさ上げする計画は 

あるみたいですが、南栄１丁目は特に低いので心配です。 

Ａ：鉄道と国道間の堤防工事は、今年度中に完成する可能性があります。 

 

Ｑ：雨水対策より人命に直結する土砂災害のレッドゾーン解消が優先との考えもあると聞き 

ました。新町ポンプ場が進まないのなら、実行可能性のある計画に修正し、グラウンドの下 

に貯水槽や、道路下の大深度に大口径パイプを埋めて、一時的に貯水する方法もあるのでは 

ないですか。 

Ａ：新町ポンプ場は、50～60年も前からの課題です。ポーズのみで40～50年過ぎています。 

市長選でこのことについて公約にする人を出す手もあります。市とホテルが避難契約を結ん 

だように、高い建物を避難場所に使う契約に、市が間に入って進めるとよいかもしれませ 



ん。マツダスタジアムや岩国市でも内水氾濫対策がありますが、費用対効果の問題もありま 

す。マツダでは150億円くらい掛かっています。 

 

Ｑ：人口減が続き、20年後の人口は２万人を切ると思います。企業があるので法人税も入る 

のに、子供も少なく、大企業の採用数も少なく、働く人は都会に出て行ってしまいます。 

Ａ：大竹の町の魅力が必要となります。国税の法人税は本社が東京で納めるし、法人事業税 

は県税です。法人市民税も市民の住民税に比べて圧倒的に少なく、固定資産税は市民も払い 

ます。企業があるから安泰というのは幻想で、人口減は今年で50年連続となり、全国に30 

年先立っています。工場の町は嫌がられるからです。大竹で働いても他市に住みたい人が多 

くなっています。 

 

Ｑ：大竹の魅力向上のため、亀居城の活用など文化・歴史にも予算を回してほしい。 

Ａ：文化で工場イメージを中和する方法があります。岩国は錦帯橋、福山は福山城や鞆の 

浦、水島コンビナートの倉敷は美観地区で中和し、工場の町とは思われていません。 

 

（回答しなかった質問） 

特になし。 

 

（意見・要望等） 

 ・野良猫を受け入れる活動をしているネコジャラシの会があります。野良猫を捕獲して病院で 

避妊手術をしています。この避妊手術に市がお金を払う仕組みを岩国市や廿日市市のように 

大竹市でも導入してほしい。 

 

８ 気付きや反省点 

 ・各自治会長は来てくれましたが、他の住民の方も誘っていただくようお願いする必要がある 

と思いました。 

 ・議員も活発な発言をしたことで、意見交換が盛んになったと思います。 

 


